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(百万円未満切捨て)
１．2021年３月期の業績（2020年４月１日～2021年３月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期 27,164 11.1 2,939 34.6 2,982 44.6 2,345 26.6

2020年３月期 24,455 6.4 2,184 40.1 2,061 31.5 1,852 58.2
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年３月期 295.57 ― 20.1 7.2 10.8

2020年３月期 233.43 ― 19.1 5.4 8.9
(参考) 持分法投資損益 2021年３月期 ―百万円 2020年３月期 ―百万円
　　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期 43,518 12,790 29.4 1,611.52

2020年３月期 39,130 10,569 27.0 1,331.63
(参考) 自己資本 2021年３月期 12,790百万円 2020年３月期 10,569百万円
　　

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2021年３月期 4,419 △5,688 1,472 3,382

2020年３月期 3,463 △5,179 △80 3,170
　　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年３月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 158 8.6 1.6

2021年３月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00 158 6.8 1.4

2022年３月期(予想) ― 15.00 ― 15.00 30.00 9.9
　　　

３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
　

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 15,000 ― 1,980 51.5 1,900 48.7 1,300 50.2 163.79
通期 30,000 ― 3,550 20.8 3,400 14.0 2,400 2.3 302.38

　

（注）業績予想につきましては、現時点で入手できる情報に基づき可能な範囲で合理的に算定しております。実際の
業績等は今後の新型コロナウイルス感染症拡大の状況等により異なる可能性があり、修正の必要が生じた場合には速
やかに開示いたします。詳細は添付資料３ページ「１. 経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
なお、 2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）を適用す

るため、業績予想は当該会計基準に基づいた予想となっております。このため、当該基準適用前の前期の実績値に対
する増減率は記載しておりません。「収益認識に関する会計基準」を適用しない場合の売上高は、第２四半期(累計)
が15,560百万円（対前年同期比+21.2％）、通期が31,150百万円（対前期比+14.7％）であります。

　　



※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期 8,143,390 株 2020年３月期 8,143,390 株

② 期末自己株式数 2021年３月期 206,340 株 2020年３月期 206,276 株

③ 期中平均株式数 2021年３月期 7,937,070 株 2020年３月期 7,937,171 株
　　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあ
たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧くださ
い。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、緊急事態宣言が発出されるなど一年を通じて新型コロナウイルス感染症の拡

大の影響が続きました。５月の緊急事態宣言解除後は、経済活動の再開に伴い企業活動や個人消費、雇用環境に持

ち直しの動きが見られましたが、事業年度末にかけて再び感染が急拡大するなど、景気の先行きに不透明な状況が

続いております。一部の国々ではワクチン普及が進み経済活動の本格的再開や景気回復期待が高まり、米国や中国

では雇用や個人消費が回復基調であるものの、欧州では回復に停滞感が見られました。この様な中、世界規模で感

染症の拡大は続き、わが国でも緊急事態宣言が主要地域で発出されるなど、経済活動が再び停滞する懸念に加え

て、米中対立、各国・地域における地政学的リスク、原燃料価格の上昇、為替相場の先行きなど、注視が必要な状

況が継続しております。

一方、電子材料業界においては、感染症の拡大防止対策に伴うテレワーク増加による通信・データセンターおよ

びＰＣ向け需要拡大に加え、５Ｇ対応スマートフォンの普及開始やゲーム機向けの巣ごもり需要などで、先端領域

製品を中心に好調に推移しました。

このような状況のもと当社は引き続き在宅勤務や時差出勤の推進、不要不急の外出や社内外への出張を抑制する

と共に、オンライン会議等を積極的に活用し、事業活動を継続してまいりました。

これらの不透明な状況が続く中、当事業年度における売上高は、従来からのお客様との関係強化、積極的な拡販

への取り組みに加え、在宅需要拡大による半導体・電子材料の旺盛な需要を背景に27,164,079千円(前期比

+2,708,446千円、+11.1%)となりました。

さらに利益面につきましても、売上高の増加に加え、先端分野の高付加価値製品の増加等により、営業利益は

2,939,274千円(前期比+754,888千円、+34.6%)、経常利益は2,982,424千円(前期比+920,560千円、+44.6%)、当期純

利益は2,345,962千円(前期比+493,165千円、+26.6%)となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

【感光性材料事業】

世界的な感染症の拡大防止対策に伴う在宅勤務の拡大による通信・データセンターおよびＰＣ向け需要拡大に

加え、５Ｇ対応スマートフォンの普及開始やゲーム機向けの巣ごもり需要などもあり、全体として先端半導体、

ディスプレイの高い需要が継続いたしました。また、自動車産業等の復調による半導体需要も急激に回復が見ら

れ、感光材、ポリマー共に全領域での販売が非常に好調となりました。

この結果、同事業の売上高は15,976,993千円（前期比+1,759,668千円、+12.4%)、営業利益は1,823,811千円

（前期比+257,926千円、+16.5％）となりました。

【化成品事業】

電子材料関連は、世界的な感染症の拡大防止対策に伴う在宅勤務の拡大による通信・データセンターおよび政

府が進める「GIGAスクール構想」によるＰＣ向け需要拡大に加え、５Ｇ対応スマートフォンの普及開始やゲーム

機向けの巣ごもり需要などにより売上は増加しました。

香料材料関連は、当社の販売先である香料メーカーにおいても感染症の影響はあったものの、トイレタリー製

品向けの合成香料は堅調に推移しました。また、品質の安定化および安定供給に努めたことに加え、海外の香料

メーカーを中心に販路を拡充したことにより、売上は増加しました。

ロジスティック関連は、感染症の影響で、当事業年度の前半において国内の化学品需要が鈍化し荷動き量に落

ち込みが見られたものの、後半にかけては回復しました。さらに、顧客満足度向上に努めた結果、タンク契約率

は引き続き高水準で推移しました。

この結果、同事業の売上高は11,187,085千円（前期比+948,778千円、+9.3%)、営業利益は1,115,462千円（前期

比+496,961千円、+80.3％）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当事業年度における総資産は43,518,556千円となり、前事業年度末比4,388,039千円の増加となりました。

流動資産は16,998,178千円で、前事業年度末比1,495,072千円の増加となりました。これは主に売掛金726,946

千円の増加、原材料及び貯蔵品216,327千円の増加によるものであります。

固定資産は26,520,377千円で、前事業年度末比2,892,966千円の増加となりました。これは主に取得による増加
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5,258,006千円、減価償却による減少2,311,053千円によるものであります。

流動負債は16,913,452千円で、前事業年度末比176,978千円の減少となりました。これは主に設備関係未払金

470,982千円の減少、賞与引当金127,082千円の増加によるものであります。

固定負債は13,814,407千円で、前事業年度末比2,343,613千円の増加となりました。これは主に長期借入金

2,203,280千円の増加によるものであります。

純資産合計は12,790,696千円で、前事業年度末比2,221,405千円の増加となりました。これは主に当期純利益

2,345,962千円によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ211,776千円増加し、3,382,440千円となりまし

た。当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前当期純利益2,945,641千円、減価償却費

2,311,053千円などにより4,419,460千円の収入（前事業年度は3,463,392千円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出5,570,743千円な

どにより5,688,105千円の支出（前事業年度は5,179,083千円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当事業年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入5,992,000千円、長期借入

金の返済による支出3,442,648千円などにより1,472,879千円の収入（前事業年度は80,493千円の支出）となりま

した。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大による世界的な経済活動の回復が不透明な状

況にあり、国内においては緊急事態宣言が再発出されるなど先行きを予測することはますます難しくなっており

ます。当社では総力をあげ、従業員及びステークホルダーの皆様の安全を最優先するとともに、様々な施策を講

じ、事業への影響を最小限に留めてまいります。

電子材料市場では、米中政府の通信・半導体分野への政策的支援やPC・通信インフラ・データセンター等の需

要拡大を背景に、大手先端半導体製造会社が積極的に設備投資を行っており、感光性材料、高純度溶剤などの旺

盛な需要を見込んでおります。当社は、半導体設計サイズの微細化、三次元化への技術進化に対応するための新

規材料の研究開発、製造技術開発、品質管理の高度化、生産性の向上に取り組むとともに、拡大する需要に対応

した生産能力増強を着実に進め、高品質製品の安定供給に努めてまいります。

香料材料市場においては、引き続きトイレタリー製品用途を中心として世界的に緩やかな拡大が続くと予測さ

れており、当社では積極的な拡販と生産性向上に取り組んでまいります。

なお、現在進行中の中期経営計画「ＴＧＣ３００」の数値目標（2023年3月期に売上高300億円以上、経常利益

30億円以上、経常利益率10%以上を目指す）は変更ありませんが、計画値の早期達成とさらなる拡大を目指し、次

期の業績予想は売上高300.0億円、営業利益35.5億円（当期比+6.1億円）、経常利益34.0億円（当期比+4.1億

円）、当期純利益24.0億円（当期比+0.5億円）としております。また、為替相場は105円/$を前提としておりま

す。

上記見通しは、2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31

日）を適用するため当該会計基準に基づいたものとなっております。このため、当該基準適用前の当期の実績値

に対する増減率は記載しておりません。「収益認識に関する会計基準」を適用しない場合の売上高は311.5億円

（当期比+39.8億円）であります。
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（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は連結財務諸表を作成していないため、国際財務報告基準(IFRS)に基づく財務諸表を作成するための体制

整備の負担等を考慮し、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当事業年度
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,582,663 3,794,440

受取手形 228,250 233,309

売掛金 4,426,544 5,153,491

商品及び製品 5,498,753 5,200,561

仕掛品 164,902 210,754

原材料及び貯蔵品 1,355,922 1,572,250

前払費用 134,997 83,213

その他 115,779 755,709

貸倒引当金 △4,707 △5,552

流動資産合計 15,503,106 16,998,178

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,923,379 7,113,035

構築物（純額） 3,714,026 4,029,852

機械及び装置（純額） 4,746,619 8,035,277

船舶（純額） 5,167 4,637

車両運搬具（純額） 2,670 3,106

工具、器具及び備品（純額） 197,449 201,360

土地 4,835,945 4,835,945

リース資産（純額） 351,154 376,108

建設仮勘定 4,336,542 308,828

有形固定資産合計 22,112,955 24,908,152

無形固定資産

借地権 145,734 145,734

ソフトウエア 93,888 130,546

リース資産 138,968 139,922

ソフトウエア仮勘定 24,065 102,916

その他 4,442 4,402

無形固定資産合計 407,099 523,522

投資その他の資産

投資有価証券 149,934 212,011

保険積立金 223,025 －

繰延税金資産 675,014 818,258

その他 59,380 58,433

投資その他の資産合計 1,107,355 1,088,703

固定資産合計 23,627,410 26,520,377

資産合計 39,130,517 43,518,556
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(単位：千円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当事業年度
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 299,574 392,749

買掛金 2,701,018 3,077,946

短期借入金 5,750,000 5,000,000

1年内返済予定の長期借入金 3,121,933 3,468,005

リース債務 166,534 183,436

未払金 191,144 208,317

設備関係未払金 3,448,149 2,977,166

未払費用 206,029 278,272

未払法人税等 463,172 512,989

前受金 18,188 173

預り金 31,590 33,169

賞与引当金 553,878 680,960

役員賞与引当金 43,038 47,940

設備関係支払手形 96,068 25,965

その他 109 26,358

流動負債合計 17,090,431 16,913,452

固定負債

長期借入金 9,316,529 11,519,809

リース債務 327,556 350,849

退職給付引当金 1,539,869 1,640,128

役員退職慰労引当金 68,085 78,465

資産除去債務 193,930 201,749

その他 24,823 23,405

固定負債合計 11,470,794 13,814,407

負債合計 28,561,225 30,727,860

純資産の部

株主資本

資本金 1,618,888 1,618,888

資本剰余金

資本準備金 1,514,197 1,514,197

その他資本剰余金 27,391 27,391

資本剰余金合計 1,541,589 1,541,589

利益剰余金

利益準備金 110,769 110,769

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 258,899 258,899

別途積立金 2,600,000 2,600,000

繰越利益剰余金 4,522,988 6,710,209

利益剰余金合計 7,492,657 9,679,877

自己株式 △89,550 △90,106

株主資本合計 10,563,584 12,750,249

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,611 50,822

繰延ヘッジ損益 1,095 △10,374

評価・換算差額等合計 5,706 40,447

純資産合計 10,569,291 12,790,696

負債純資産合計 39,130,517 43,518,556
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当事業年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

売上高 24,455,632 27,164,079

売上原価

製品期首たな卸高 4,969,076 5,498,753

当期製品製造原価 19,762,561 20,757,155

合計 24,731,638 26,255,908

製品他勘定振替高 40,119 101,048

製品期末たな卸高 5,498,753 5,200,561

製品売上原価 19,192,766 20,954,298

売上総利益 5,262,866 6,209,780

販売費及び一般管理費 3,078,480 3,270,506

営業利益 2,184,385 2,939,274

営業外収益

受取利息 1,025 212

受取配当金 6,157 6,645

為替差益 ― 49,154

受取家賃 18,193 19,575

受取保険金 21,910 66,461

補助金収入 13,038 14,422

雑収入 34,272 32,451

営業外収益合計 94,598 188,924

営業外費用

支払利息 119,674 126,933

支払手数料 28,006 14,222

為替差損 56,329 ―

雑損失 13,109 4,618

営業外費用合計 217,120 145,774

経常利益 2,061,864 2,982,424

特別利益

固定資産売却益 ― 529

特別利益合計 ― 529

特別損失

固定資産除却損 20,385 37,312

投資有価証券評価損 28,055 ―

特別損失合計 48,440 37,312

税引前当期純利益 2,013,423 2,945,641

法人税、住民税及び事業税 645,702 753,261

法人税等調整額 △485,075 △153,582

法人税等合計 160,626 599,679

当期純利益 1,852,797 2,345,962
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金合

計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産圧

縮積立金
別途積立金

繰越利益剰余

金

当期首残高 1,618,888 1,514,197 27,391 1,541,589 110,769 258,899 2,600,000 2,789,249 5,758,917

当期変動額

剰余金の配当 ― △119,058 △119,058

当期純利益 ― 1,852,797 1,852,797

自己株式の取得 ― ― ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― ― ―

当期変動額合計 ― ― ― ― ― ― ― 1,733,739 1,733,739

当期末残高 1,618,888 1,514,197 27,391 1,541,589 110,769 258,899 2,600,000 4,522,988 7,492,657

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価

証券評価差

額金

繰延ヘッジ損

益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △89,205 8,830,190 9,986 1,058 11,044 8,841,235

当期変動額

剰余金の配当 △119,058 ― △119,058

当期純利益 1,852,797 ― 1,852,797

自己株式の取得 △345 △345 ― △345

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― △5,374 36 △5,337 △5,337

当期変動額合計 △345 1,733,393 △5,374 36 △5,337 1,728,055

当期末残高 △89,550 10,563,584 4,611 1,095 5,706 10,569,291
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　当事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合

計固定資産圧

縮積立金
別途積立金

繰越利益剰余

金

当期首残高 1,618,888 1,514,197 27,391 1,541,589 110,769 258,899 2,600,000 4,522,988 7,492,657

当期変動額

剰余金の配当 ― △158,741 △158,741

当期純利益 ― 2,345,962 2,345,962

自己株式の取得 ― ― ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― ― ―

当期変動額合計 ― ― ― ― ― ― ― 2,187,220 2,187,220

当期末残高 1,618,888 1,514,197 27,391 1,541,589 110,769 258,899 2,600,000 6,710,209 9,679,877

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価

証券評価差

額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △89,550 10,563,584 4,611 1,095 5,706 10,569,291

当期変動額

剰余金の配当 △158,741 ― △158,741

当期純利益 2,345,962 ― 2,345,962

自己株式の取得 △555 △555 ― △555

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― 46,210 △11,470 34,740 34,740

当期変動額合計 △555 2,186,664 46,210 △11,470 34,740 2,221,405

当期末残高 △90,106 12,750,249 50,822 △10,374 40,447 12,790,696
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当事業年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 2,013,423 2,945,641

減価償却費 2,172,284 2,311,053

貸倒引当金の増減額（△は減少） 342 845

賞与引当金の増減額（△は減少） 85,117 127,082

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 8,150 4,902

退職給付引当金の増減額（△は減少） 111,554 100,258

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,321 10,380

受取利息及び受取配当金 △7,183 △6,857

支払利息 119,674 126,933

投資有価証券評価損益(△は益） 28,055 －

固定資産除却損 20,385 37,312

有形固定資産売却損益（△は益） － △529

受取保険金 △21,910 △66,461

補助金収入 △13,038 △14,422

売上債権の増減額（△は増加） △339,950 △732,006

たな卸資産の増減額（△は増加） △197,190 36,011

仕入債務の増減額（△は減少） △94,234 470,103

未払又は未収消費税等の増減額 259,601 △494,086

その他 68,108 120,579

小計 4,208,868 4,976,739

利息及び配当金の受取額 7,183 6,857

利息の支払額 △114,668 △134,995

保険金の受取額 21,872 357,956

補助金の受取額 13,038 14,422

法人税等の支払額 △672,901 △801,520

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,463,392 4,419,460

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △400,000 △400,000

定期預金の払戻による収入 400,000 400,000

有形固定資産の取得による支出 △5,087,183 △5,570,743

有形固定資産の売却による収入 － 529

有形固定資産の除却による支出 △9,180 △17,149

無形固定資産の取得による支出 △81,927 △100,239

投資有価証券の取得による支出 △792 △504

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,179,083 △5,688,105

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) 400,000 △750,000

長期借入れによる収入 3,638,000 5,992,000

長期借入金の返済による支出 △3,834,237 △3,442,648

リース債務の返済による支出 △165,338 △169,750

自己株式の取得による支出 △345 △555

配当金の支払額 △118,572 △156,165

財務活動によるキャッシュ・フロー △80,493 1,472,879

現金及び現金同等物に係る換算差額 △33,535 7,541

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,829,719 211,776

現金及び現金同等物の期首残高 5,000,383 3,170,663

現金及び現金同等物の期末残高 3,170,663 3,382,440
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に共通機能の管理部門を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「感光性材料事

業」及び「化成品事業」の２つを報告セグメントとしております。

「感光性材料事業」は、半導体用感光性材料、液晶表示装置用感光性材料ならびに電気二重層材料等を生産してお

ります。「化成品事業」は、医薬・香料・塗装・溶剤などの中間体の生産ならびに化成品の保管を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益、資産その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額(注)１

財務諸表
計上額(注)２

感光性材料事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 14,217,325 10,238,307 24,455,632 ― 24,455,632

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 265,970 265,970 △265,970 ―

計 14,217,325 10,504,278 24,721,603 △265,970 24,455,632

セグメント利益 1,565,885 618,500 2,184,385 ― 2,184,385

セグメント資産 20,643,272 13,233,337 33,876,610 5,253,907 39,130,517

その他の項目

減価償却費 1,058,483 928,188 1,986,671 83,111 2,069,783

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

5,177,562 456,128 5,633,691 91,985 5,725,676
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当事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額(注)１

財務諸表
計上額(注)２

感光性材料事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 15,976,993 11,187,085 27,164,079 ― 27,164,079

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 272,258 272,258 △272,258 ―

計 15,976,993 11,459,344 27,436,337 △272,258 27,164,079

セグメント利益 1,823,811 1,115,462 2,939,274 ― 2,939,274

セグメント資産 24,546,642 13,136,460 37,683,103 5,835,453 43,518,556

その他の項目

減価償却費 1,321,932 793,504 2,115,437 90,621 2,206,058

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

4,283,123 887,836 5,170,959 87,046 5,258,006

(注) １．調整額の内容は以下のとおりであります。

セグメント資産 (単位：千円)

前事業年度 当事業年度

全社資産※ 5,253,907 5,835,453

合計 5,253,907 5,835,453

※全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証

券)及び管理部門に係る資産等であります。

その他の項目

減価償却費 (単位：千円)

前事業年度 当事業年度

全社減価償却費※ 83,111 90,621

合計 83,111 90,621

※全社減価償却費は、主に報告セグメントに帰属しない本社リース資産（無形）等であります。

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 (単位：千円)

前事業年度 当事業年度

全社資産※ 91,985 87,046

合計 91,985 87,046

※有形固定資産及び無形固定資産の増加額は、主に報告セグメントに帰属しない本社リース資産（無形）等

の設備投資額であります。

２．セグメント利益は損益計算書の営業利益と一致しております。
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【関連情報】

前事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：千円)

日本 中国・台湾
アジア（除く中
国・台湾）

北米 欧州 その他の地域 合計

15,842,805 3,242,717 1,781,997 2,260,212 1,180,747 147,152 24,455,632

(注) 国又は地域は、地理的近隣度により区分しております。
　

(2) 有形固定資産

本邦以外の国又は地域に所在する重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

３. 主要な顧客ごとの情報

　 外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

当事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：千円)

日本 中国・台湾
アジア（除く中
国・台湾）

北米 欧州 その他の地域 合計

19,011,508 2,954,781 1,839,578 1,890,344 1,370,833 97,032 27,164,079

(注) 国又は地域は、地理的近隣度により区分しております。
　

(2) 有形固定資産

本邦以外の国又は地域に所在する重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

３. 主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント

信越化学工業株式会社 2,975,754 感光性材料事業および化成品事業

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

　 該当事項はありません。
　

当事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

　 該当事項はありません。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

該当事項はありません。

　

当事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

該当事項はありません。

　

当事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当事業年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり純資産額 1,331.63円 1,611.52円

１株当たり当期純利益金額 233.43円 295.57円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当事業年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当期純利益(千円) 1,852,797 2,345,962

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 1,852,797 2,345,962

期中平均株式数(株) 7,937,171 7,937,070

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


